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　　　　　　　　　　　　　　　※評価基準

　　　　　　　　　　　　　　　Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった

　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ：研究目的は概ね達成され、研究成果があった

　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ：一定の研究成果があった

　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ：研究成果があったとは言い難い

＜事後評価コメント＞

　本研究は、熱土砂供給による融雪・浸透に関する鉛直一次元実験から、融雪・積雪
層内の浸透を経て地盤に到達する融雪水量を把握し、融雪プロセスを表す物理モデル
を提示することにより、融雪型火山泥流のシミュレーションに用いるハイドログラフ
の改良や融雪型火山泥流の規模予測の精度向上が期待できる。
　今後は、熱の移流を考慮したモデルの高度化、二次元的な現象の解明、積雪密度の
適正評価など、予測精度の向上に向けた検討を進めて頂きたい。
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事後評価結果

＜研究概要＞

　融雪により発生する火山泥流の発生機構の実態を解明するため、融雪実験の結果に
基づき融雪・不飽和浸透過程の検討を実施した。この検討に基づき不飽和浸透速度の
時間的変化を考慮した火山泥流の発生機構をモデル化し、泥流挙動をシミュレートす
ることにより、高精度な泥流到達危険度評価手法の開発を目的とする。


